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Increment of size of faecal pellets following the growth in 


larvae Of Favonius cognatus STAUDINGER 


SUMIO NAGASAWA and ISAMU NAKAYAMA 


鱗 次 目 幼 昌 の キチ ン 化 され た 部 分 , と くに その 頭 鞭 の 成長 は , 脱皮 ど と に 段階 的 に すす み , 令 期 内 の 成長 は さ は 
ど 顕 著 な る の で な いと と は , よく し られ て いる と と ろ で ある . 一 方 , キチ ン 化 され な い 部 分 の 成長 は , 同一 令 期 内 
で も 潤 進 的 で ある . その な か で 直腸 管 の 成長 は , 排 湯 さ れ た 養 の 大 き さ に よっ て , その 漂 進 的 な 成長 様相 を , 間接 
的 推測 する と と が 可能 で ある . 一 般 に , シジミ チョ ウ の 幼虫 は , 摂 食 時 以外 は 頭蓋 を 体 部 に 陥没 させ た 状態 に あ 
り , また 最終 令 の 頭蓋 は , 螺 化 時 に と われ て ぬぎ す て ら れる た め , 生 の 頭蓋 また は その 脱皮 帝 を 測っ て , 全 幼 虫 期 
に わた る 成長 の 度合 い を 考察 する と と は む づ か し い . 直腸 管 の 間接 的 な 測定 物件 で ある 養 の 成長 様式 か ら , 相対 的 
に 頭 幅 の 成長 様式 を きめ , それ か ら 測定 不可 能 な 第 4 令 幼 虫 の 頭 幅 を 算出 する と と を と と ろ み た . その 結果 を と と 
に 記す . 本 文 に 入る に 先立ち , 数 値 の 計算 を 御手 伝い 下さ っ た 藤森 三千代 女史 に 謝意 を 表す る . 





実験 材料 お よび 方 法 

と の 実験 に も ちち いた ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ Favonius cognatus STAUDINGER の 卵 は , 1965 年 12 月 , 長野 県 
湯田 中 に お いて , 木炭 製造 の た め に 伐採 され , 雪上 に 放置 され て いた ミズ ナラ の 芽 上 に 産 付 さ れ て いた も の で あ 
る . 1966 年 3 月 上 旬 , ふ化 と 同時 に , 個体 別に 直径 9 cm 高き 2 cm の ペトリ 皿 に 移し , クヌギ の 花芽 を あたえ て 
飼育 し た . 排 池 され た 槍 は , 日 別に これ を あつ め , 塩化 カル シン ウ ム を 入れ た 乾燥 器 に 入れ て 乾燥 し た . 脱皮 の た め 
休眠 に 入る 前 と , 里 化 直前 の 状 は 形状 が くず れる が , それ 以外 の 時 期 に 排 湯 され た も の は 米 令状 を 呈し , その 直径 
は 直腸 管 の 太 さ を 相対 的 に 代表 する も の と 考え られ た の で , 100 倍 の 投影 拡大 装置 に よっ て と れ を 測定 し , 日 別 の 
平均 値 を も っ て 考察 の た め の 基 礎 数 値 と し た . 脱皮 お よび 由 化 前 に 排 注 され た 人 械 の 測定 値 は , それ 以前 の も の より 
逆 に 減少 し , ふ化 か ら 時 化 まで に 養 が 大 きく な っ て いく 様相 は , 安松 (1944) の し めし た , 昆虫 の 理想 的 曲線 に よ 
くだ た 形 を し めし た . し か し と と で は そう し た 減少 を し めし た 脱皮 , 暴 化 前 1 2 日 の も の は の ぞい て , そろ っ た 
米 依 状 の 閥 だ け の 測定 値 を も ちい た . 

一 方 , 脱 庶 ご で と に ぬぎ す て ら れ た 頭蓋 の 殻 は , と これ を 具体 別に あつ め , 同じ 倍率 の 投影 拡大 置 装 に よっ て , その 
最大 幅 を 測定 し た . 飼育 は 16~21°C の 実験 室 で お と な っ た . 


. 実験 結果 と 考察 


雄 10 個 体 が 排 江 し た 養 を , 個体 お よび 日 別に あつ め , その 直径 の 平均 値 の 対数 と , 経過 日 数 と の 関係 を グラ フ の 
上 に 打点 し て し めし た の が 第 1 図 で ある . 第 1 表 は 第 1 図 の 関係 の 分 散 分 析 (Brrss 1956) を お と な っ た 結果 で 
ある . Row1 の だ の 値 が し めす よう に , 10 匹 の 幼虫 の 第 1 令 か ら 第 4 令 ま で の , 各 令 内 の 共通 の 回 帰 係数 2。 は , 
危険 率 0.05 に お いて 有意 と は いえ な い . すなわち , 令 内 成長 は わ づ か な が ら あ る も の の よう で ある が , 有意 と 言い 
うる 程 の も の で は な いと 結論 され た . と の 回 帰 係数 の 相似 は , row 2 の 7 の 値 が し めす よう に , 令 期 間 の 比較 で 
も 有意 で な い . すなわち 第 1 図 の 点 の 上 に ひか れ た , 各 令 ご と の 回 帰 直線 は 平行 で も る と みな す と と が で きる . と 
れ は 成長 の 度合 い は , いづ れ の 含 に お いて も お な じ と と を し めす も の で ある . また 各個 体 ど と に 計算 し た 共通 の 回 
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Fig. 1. Relation between width of faecal pellets and elapsed time after hatching 


in Favonius cognatus STAUDINGER 


Table 1、 Analysis of the growth in size of the faecal pellets within instars of Favonius 
cognatus STAUDINGER,。 measured in log mm 十 2.000 as a trend or slope upon 


age in dayS. 








Row Effect upon log-width of DF SS 
1 Combined slope (2。) for instars 1 0.028393 
1 to 4 for al1 10 1arvae 
Differences in slope between instars 3 0.016958 
Differences in the ヵ . computed 9 0.006531 
separately for each larva 
4 Remaining variation in slope 27 0.549246 
(instarsXlarvae) 
5 Residual variation about the slope 184 30.736286 


for each instar in each larva 





MS Ff 
0.028393 1.40 
0.005653 0.28 
0.000726 0.04 
0.020342 1.00 0.12 
0.167045 








帰 係数 の 差異 も row 3 の 万 の 値 が し めす よう に 有意 で な い . お の お の の 幼虫 の 各 令 期 内 の 回 帰 係数 に 対す る 個 
々 の 測定 値 の ちら ば り で ある row 5 の 平方 和 か ら , 上 の 3 項 を 差引 いた row 4 の 値 に みる よう に , 個々 の 変異 
も また 有意 で は な い . すなわち , と と に も ちい た 10 匹 の 幼虫 は 。 きわ め て 均一 な 材料 で , 各 令 期間 に お いて も 整 一 


な 成長 を と げた も の と 言う こと が で きる . 

日 数 x と , 養 の 直径 の 対数 値 ヵ と の 関係 を 各 今 期 ご と 計算 し た 結果 は 
I. Y=1.050 エ 0.0284X, 
IL. アー1.168-+0.0284 
III. 了 ー1.267+0.0284 ア , 
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IV. Y=1.857 十 0.0284X 
と な っ た . 方 程 式 の a の 値 の 差 は 0.113, 0.104, 0.090 で ある . すなわち と れ だ けが 脱 肥 を お と な うと と に よっ 
て , 段階 的 に 成長 し た 量 で ある . 一 方 その 増大 量 は , 今期 が すす むこ に し た が っ て 手 減 し て いる と れ は 成長 が 2 次 遇 
線 的 に すす むと と を 意味 する . そ と で 第 1 表 に し めし た 脱皮 を お と な っ た 直後 の 美 の 大 き さ を と っ て , と の 増大 量 
が 有 各 な も の で ある か どう か , 令 期 と の 関係 を 考察 し て みよ う . 第 2 表 の 前 半 に し めし た 脱皮 直後 の 准 の 大 き さ 
は , 今期 内 成長 を ほとん ど お と な わな いも の と 考え られ る 頭蓋 の 幅 と , 相対 的 に ひと し い 値 で ある か ら , 今日 まで 





Table 2. Log-width (y=log mm + 2.000) of the faecal pellet at the first day of instars and log- 
width (アー1log mm 十 1.000) of the head capsule in successive instars of individual 1arvae 
of Fayvonius cognatus STAUDINGER. Head capsules of the fourth instar are missing、 




































































LL a _Faecai pellet _ | Head capsule _- 
3 Log-width for instar Total | Log-width for instar Total 
0 Ma 2 EE II II の 5。 0 
1.097 _ 1.328 1.596 1.987 5.958 2.788 0.591 0.806 0.991 2.316 0.472 
2 1.070 1.295 1.972 1.944 5.881 2.899 0.544 0.716 0.959 2.219 0.415 
3 1.062 1.337 1.524 1.876 5.799 2.629 0.532 0.716 0.887 2.135 0.355 
4 ! 0.954 1.407 1.558 1.886 5.800 2.942 0.544 0.763 0.973 2.280 0.429 
5 1.093 1.847 1.709 2.008 6.157 3.107 0.532 0.756 1. 025 2.313 0.493 
6 1.088 1.322 1.652 1.888 5.950 2.730 0.568 0.763 0.996 2.327 0.428 
7 1.103 1.290 1.616 1.944 5.953 2.849 0.556 0.748 0.987 2.291 0.431 
8 1.109 1.845 1.625 1.954 6.033 2.815 0.544 0.748 0.987 2.279 0.443 
9 1.097 1.819 1.644 1.958 6.012 2.914 0.556 0.740 0.987 2.283 0.431 
10 1.020 1.310 1.598 1.909 5.837 2.955 0.532 0.740 0.969 2. 241 0.437 
Tt ; 10.693 13.294 16.089 19.304 59.380 28.628 | 5.427 7.496 9.761 22.684 4.334 
B ーー B;= 
Xi ー3 一 1 1 3 1. 431 ー1 0 1 0.217 
Yt 1.069 1.829 1.609 1.930 | 0.543 0.750 0.976 
2 1.055 も 849 1.628 1.914 | 0.539 0.756 0.973 
Table 3. Analysis of variance of the larvae measurements 
Faecal pallet Head capsule 
Row Term - 
DF SS MS※106 F DF SS MS※X106 FF 
1 Between larva totals 9 0.028762 3195.8 2.03 9 0.009882 1098 2.04 
2 Linear trend 1 4.097812 1 0.939178 
3 Scatter about parabola 2 0.009680 4840 3.07 1 0.000640 640 1.19 
4 Interaction (larvaXxlinear) 9 0.007935 881.7 0.46 9 0.005846 649.6 1.51 
5 Scatter (Error) 18 0.034649 1924.9 9 0.003861 429 
6 Total 39 4.178838 29 0.959407 
7 Correction, C, 1 688.149610 1 17.152129 
8 Pooled error 27 0.042584 1577.2 18 0.009707 | 539.3 











筆者 ら が 頭蓋 の 成長 様式 を 考察 する た め に お と な っ て 来 た よ うな 解析 方 法 (BLrss and BEgARD 1954) で , あて 
は め る べき 方 程 式 の 計算 が 可能 で ある . 分 散 分 析 の 結果 は , 第 3 表 の 前 半 に し めす ご と く で , 2 次 回 帰 項 に 有意 性 
が みとめ られ ず , 伏 の 令 間 の 増大 は , 直線 的 に すす む も の と 結 論 さ れる . 計算 の 結果 は , アー1.48450 十 2.86280 
(ダー2.5) と な っ た . 雌 に つい て は わ づ か 1 個体 の 完全 飼育 と その 測定 が で きた だ け で あっ た が , 結果 は 雄 の そ 
れ と 全く 同じ で あっ た . 

直 勝 簿 の 成長 が 直線 的 で ある と と は , 頭 幅 の それ も 同様 な 過程 を と る も の と 考え て よい か も し れ な い . さき に も 
し る し た よう に , ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ に お いて も , 完全 な 形 の 頭蓋 の 脱皮 殻 は , 1C3 令 まで し か えら れず , 
第 4 令 の それ は , と われ て ぬぎ す て る た め 測 定 が 不可 能 で ある . 第 2 表 の 後半 に し めし た それ だ け の 測定 値 に つい 
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て , 状 の それ と 同様 な 分 散 分 析 を お と な っ た 結果 は , 第 3 表 の 後半 こし めす ど と く で , 2 次 回 帰 項 に 有 設 性 が み ら 
れず , 1 次 式 了 ー0.75613 十 0.21670 (アー2) を も っ て と れ に あて る と と が で きた . と これ か ら 第 4 令 の 頭蓋 の 幅 を 
推定 する と , 対数 値 に 変換 し て 1.000 を くわ えた 単位 で 1.190 と な っ た . と われ て ぬぎ す て る 前 の 第 4 令 個体 の 頭 
幅 の 実測 値 と , と れ が どの 程度 一 致す る か の 検討 は , 今後 に の と され た 問題 で ある . 

な お , 飼育 に よっ て た し か め る と と の で きた 幼虫 , 各 令 お よび 商 の 期間 を 表示 し た の が 第 4 表 で , これ に は 今 ま 
で の 解析 に ふく め な か っ た 雄 (No. 10) と 雌 (No. 1 の, お よび 1967 年 に えら れ た 雌 (No. 13) の 成績 を あわ せ 








Table 4. Duration of development (day) in Favonius cognatus STAUDINGER 














Larva 
No Sex Hatched on 肖 ーーーーーーーーーーーー ーーーーー Pupa 
I II III TV Total 

1 人 る 2/III, 66 5 6 6 12 29 22 
2 人 3/III, 66 5 7 7 WM 30 20 
3 人 3/III, 66 5 7 9 12 33 19 
4 る 3/III, 66 6 6 8 12 32 20 
5 人 5/III, 66 7 6 6 11 30 21 
6 ぶ 5/III, 66 6 6 8 11 31 22 
7 人 る 5/III, 66 5 7 8 12 32 20 
8 る 5/III, 66 7 6 7 11 31 20 
9 人 、 5/III, 66 6 8 8 11 33 15 
10 る 5/III, 66 8 10 7 10 35 19 
11 る 10/III, 66 6 7 7 10 30 19 
12 9 5/III, 66 7 10 8 11 36 20 
9 18/III, 67 10 7 6 11 34 20 





し めし た . 幼虫 期間 の 平均 は , 雄 30.6 日 , 雌 35.0 日 で , 旦 期 の それ は 確 19.7 日 , 雌 20.0 日 で , 雄 よ り 雌 の 方 が 成長 
に 若 十 長 時 間 を 下す る も の の よう で ある 。. 


摘 要 


ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の 幼虫 を , クヌギ の 花芽 で , 個体 別に 飼育 し , 排 洪 され た 礁 を 経過 日 数 別に あつ め て , 
その 大 き さ の 増大 する 様相 を 考察 し た . 令 期 内 成長 は , 1 4 令 期 い つれ も 同 程度 で あっ た が , それ は 有意 性 が 認 
め ら れる 程 , 顕 苦 な も の で は な か っ た . 脱 友 直後 の 甘 の 大 き さ と , 令 期 と の 関係 は , 一 次 式 を も っ て 示す と と が で 
き , 1 令 か ら 3 令 ま で の 頭蓋 の 脱皮 疲 も また , 同様 の 傾向 を 示し た の で , えら れ た 方 程 式 か ら 4 令 期 の 頭蓋 の 巾 を 
推定 し た . その 推定 値 と 実測 値 と が , どの 程度 一 致す る か は , 今後 の 問題 と し て 残さ れ た . 
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Summary 


The larvae of Favonius cognatus STAUDINGER were reared individually on flower buds of Quercus 
serrata 上 HUNB. under the environmental condition of 16-21°C. Their faecal pellets which meets the 
longitudinal axis at right angle was measured by the scale on glass plate of the shadowgraph. Daily 
increments of size of faecal pellets following the growth within instar were similar for the 1st-4th 
instars in all larvae. However, those increments within an instar were not significant. The incre- 
ment of size of faecal pellets on the first day after moulting, between successive instars, was ex- 
pressed by a linear equation. The growth of head capsules between successive instars for the 1st- 
3rd instars was also expressed by a linear equation, From the equation obtained, the width of head 
capsule at the fourth instar, which is usually moulted at broken state, was estimated, 
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